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 半導体量子ドット (QD) は、量子閉じ込め効果の発現により有望な増感剤となる可能性が示さ 

れている。しかし QD を酸化物ナノ粒子基板に吸着した増感太陽電池の変換効率は予想される理 

論効率より低く、ナノヘテロ界面の検討が研究課題の一つとなる。ここで増感太陽電池に適用す 

る酸化物ナノ粒子基板では ①各種欠陥分布, ②粒界分布, ③吸着サイト, ④空気暴露等が不明 

確であり、QD電子状態の本質的理解を妨げる。吸着した QD電子状態の解明には、各種物性が詳 

しく研究されている単結晶基板面の適用が真理の探究に対して意味を持つ[1-6]。 

本講演では、吸着した PbS QDの電子状態解明の一歩として光吸収の吸着基板面依存性につい 

て報告する。基板結晶面として rutile型 TiO2 (001), (110), (111)面を適用した。光吸収評価には従来 

の吸光度(Abs)分光法と共に、光熱変換法の一種である光音響(PA)分光法を適用した[7]。PA法は 

Abs法に比べ高感度であり、光散乱の多い系にも有効である[7]。また PA法は無輻射緩和を反映 

するため、格子緩和や非弾性散乱等の効果による信号が出現する[8,9]。ここで光吸収端下に出現 

する指数関数的吸収は Urbach 則と呼ばれ、主として格子不整合を反映する。Abs法による PbS QD 

の Urbach則は吸着基板面方位依存性を示さなかったが、PA法から求めた Urbach則は吸着基板面 

方位依存性を示した。PA法は Abs法と異なり脱励起に伴う無輻射緩和を反映するため、形成され 

た各種格子不整合の違いにより無輻射緩和の量子収率が異なることが示唆される。さらに基底エ 

ネルギー及び電子移動に伴う自由エネルギー変化と光吸収との関連についても併せて議論する。 
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